


物価高騰時代の到来

ずっとデフレが問題視されてきた日本において、

「原材料高」や「エネルギー不安」を背景に

2021年秋より徐々に物価高・値上げが進みました。

これに伴い、生活者の買物意識も激変しており、

多くの生活者が節約意識を高め、財布の紐を締めにかかっています。

買物とは切っても切れない関係の「節約意識」。

日用消費財を中心に、

博報堂買物研究所が、意識と購買データの両面から迫ります。



あらためて、物価の推移を振り返ると

総務省統計局が発表する、個々の商品の価格変化を総合した「消費者物価指数」をみると、
2021年を機に物価が急速に上昇していることがわかる。
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生活者側から見ると、

買物はどう変化したか？



生活者の実際の「支出額」は、日用消費財カテゴリーで2020年以降増加がみられる。
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2020年から既に支出増…

物価は上がったが、支出はどうなったか？

日用消費財カテゴリー購入者あたり月間金額推移

2019年平均

ד21,085

2020年平均

ד22,940



日用消費財カテゴリー購入者あたり年間金額推移 日用消費財カテゴリーアイテムあたり平均価格

ᶴ꜠ᵓּזЫϼкЬи QPRϢϤ ᾆẕ Υ ꜛ⌠

支出額は2020年から伸びているものの、アイテムあたりの平均単価が増大したのは2022年。
コロナ禍の家ナカ消費などで、そもそもの購入量が増えたところに
21年秋以降の物価高騰が重なっているものと推察される。
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日用消費財カテゴリーの動向詳細
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SNS上でも、値上げや物価高を生活の中で“実感する声”が散見される。

値上げに対する生活者の声



値上げの実感率、

節約意識の拡がりは？

どんな節約対策を

とっていて、

消費のヒントは何か？

値上がりしても、

ブランドが強ければ

選ばれるのか？

基本情報 生活者のサバイブ術 節約とブランド選好

物価高騰で節約意識が高まる中、
各企業がマーケティング戦略を練るにあたって、生活者の動きを捉える必要がある。
このレポートでは特に以下の３点にフォーカスして、節約行動に迫っていく。

物価高騰下の生活者に迫る３つの鍵



分析にあたり、主に活用するアンケート調査の仕様は以下の通り。

アンケート調査概要

調査手法

調査対象者

サンプル数・
割付

調査期間

ϱрЌ˔КАЕ ₰ˢЫϼкЬи˗ QPRĤЯИЌ˔(̞)x

̞ЯИЌ˔τН˔Ѐ˔Жз˔Ѝ˔Ϭ ΰο ˑχ† Д˔ЌϬ ʾ ΰʺ † ם ϬзЂ˔Ўβϥ

ЫϼкЬиּזQPRĤЯИЌ˔ϒϯрϾ˔Е Ϭם☼

ʾ ˢᴏ Ψ̞QPRĤχ ὓϵзϯτ γϥˣ

ʾ15-69⅞

Ω ᵕ ʿ23,878ЂрФи

̞ Ṝᵕ ЂрФиτ ΰʺˮ 2  ₰˯Ἷ∏χ ῢ  τ›ϩδο ˷ π

ϳϵϱЕНАϼ ὓϬם☼

2023 9Ὦ15 ˢỲˣ˙10Ὦ15 ˢ ˣ

10 20 30 40 50 60 ӟ

414 1,542 1,987 2,827 2,806 2,335

714 1,560 1,864 2,658 2,706 2,465



１ 値上げと節約
生活者の意識は？



Q5. 2021 ӟʺӟᴞχ ϸГЁз˔χˮ Ϋ˯τνΜοʺςχ ḇΰοΜϥχ›ὓםḇΰοΜϥ˴ϞϞם˲ḇΰοΜϘβΤʻם ˳

値上げの実感率

計14個の日用消費財についてアンケート調査を実施。多くの生活者が値上げを実感しており、
特に食品・飲料に属するカテゴリーの方が値上げを実感している。

n= 実感計

Σᴽ◓ʾІϱ˔Б (23299) 90.3%

ϱрІЌрЕ (22327) 90.1%

ОрʾЄзϯи (22497) 90.0%

(22068) 88.0%

(21437) 86.6%

ЮИв˔ / χ (20741) 81.4%

Ԑ ˗ЬКжиϳ϶˔Ќ˔ (23040) 79.9%

ϯиЀ˔иԐ (17530) 78.3%

−ʾ (21627) 69.4%

ˢ χϙˣ (9001) 66.7%

ϱрНІ (22330) 66.4%

ὲῴ ˗ֵ ʾṐ ꜘ /ЕϼШ (14503) 64.8%

ᴟ ʾІϺрϾϯ (18973) 62.7%

Ϸ˔жиϾϯʾῢ ־ (21955) 62.1%
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Q4.ӟᴞχ ϸГЁз˔Ϭ ΞρΦτʺςχΨϣΜ ϬӪ꜡ΰϘβΤʻ˲ροϜӪ꜡ΰοΜϥ˴Ӫ꜡ΰοΜϥ˴ ΰψӪ꜡ΰοΜϥ χ›ὓ ˳

節約意識の強さ

多くのカテゴリーに節約意識が波及し、すべてのカテゴリーで節約を意識する割合は8割を超えている。
特に「インスタント食品」「清涼飲料水/ミネラルウォーター」「冷凍調理品」「洗剤・掃除用品」は
9割を超える。嗜好品（アルコールや化粧品）よりも必需品（飲料や食料）のほうが節約意識が高い。

n= 節約計

ϱрІЌрЕ (22327) 91.7%

Ԑ ˗ЬКжиϳ϶˔Ќ˔ (23040) 91.3%

(21437) 91.3%

−ʾ (21627) 90.6%

(22068) 89.5%

ЮИв˔ / χ (20741) 89.2%

ОрʾЄзϯи (22497) 88.4%

Σᴽ◓ʾІϱ˔Б (23299) 87.8%

ϱрНІ (22330) 87.0%

ˢ χϙˣ (9001) 86.1%

Ϸ˔жиϾϯʾῢ ־ (21955) 85.2%

ϯиЀ˔иԐ (17530) 83.2%

ᴟ ʾІϺрϾϯ (18973) 82.5%

ὲῴ ˗ֵ ʾṐ ꜘ /ЕϼШ (14503) 82.3%
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Q4.ӟᴞχ ϸГЁз˔Ϭ ΞρΦτʺςχΨϣΜ ϬӪ꜡ΰϘβΤʻ˲ροϜӪ꜡ΰοΜϥ˴Ӫ꜡ΰοΜϥ˴ ΰψӪ꜡ΰοΜϥ χ›ὓ ˳

誰が節約意識が高いのか？

アンケート対象の14のカテゴリー（※前頁参照）のうち、いくつのカテゴリーで節約を意識しているか？
で生活者の節約意識をHML層に分類した。
節約意識は男性よりも女性が高く、男女ともに40代で最も高い。

(n=)

ỡ

ϸГЁз˔

(23878) 10.3

10 (414) 7.9

20 (1542) 9.4

30 (1987) 9.7

40 (2827) 9.7

50 (2806) 9.5

60 (2335) 9.6

10 (714) 9.4

20 (1560) 10.8

30 (1864) 11.3

40 (2658) 11.8

50 (2706) 11.5

60 (2465) 11.0
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Q4.ӟᴞχ ϸГЁз˔Ϭ ΞρΦτʺςχΨϣΜ ϬӪ꜡ΰϘβΤʻ˲ροϜӪ꜡ΰοΜϥ˴Ӫ꜡ΰοΜϥχ›ὓ ˳̞ ӡ5νϬ ʻ

順位 カテゴリー 2023年10月
ポイント差

（vs9月）

1ӡ ϱрІЌрЕ 66.0% +3.4pt

2ӡ ОрʾЄзϯи 56.3% +2.7pt

3ӡ Ԑ ˗ЬКжиϳ϶˔Ќ˔ 64.3% +2.6pt

4ӡ ЮИв˔ / χ 55.9% +2.4pt

5ӡ 58.2% +2.1pt

まだ かもしれない、生活者の節約意識

多くのカテゴリーで値上げが行われた23年10月、「インスタント食品」「パン・シリアル」などで
前月に比べて節約意識が向上していた。
既に23年9月時点でも節約意識は高かったが、更にその意識が高まったようだ。



1章まとめと考察

ᶆ χ ΫΥ“ϩϦθ
Ԑ ϸГЁз˔τοםḇ ψ‰Μʻ

値上げの実感率は高い

ψζάϘπ∑ם ΫΰοΜσΜʺ

ЕϱйЌз˔ Ϝˮ Ϋ˯ήϦθ

ρΜΞםḇΥ‰ϘμοΜϥʻ

₰ ϸГЁз˔βϓοπʺ
ᶨּיχ8ᶤΥ ϬӪ꜡ΰοΜϥʻ

40 χ Ӫ꜡Υ‰Μʻ

節約意識も非常に高い

ϸГЁз˔τϢμοψʺ

Ϋםḇ Ϭ Ӫ꜡ Υ ᵕϥʻ

ˑ ΥϤΰοϥχπʺ ΠϣϦϥ

ράϧψ∞ χ Ϭ ϛθΜṓⱱκχ

ᾒϦιρ―ΠϣϦϥʻ

８ᶤ

生活者の今 これから

まだ節約行動をとる余地あり？

21 ˙22 τΤΪοṌτ ΫΥήϦοΣϤʺ
ᾕˑ Ӫ꜡Υ‰Μ ệπψΚμθΥʺ

23 10Ὦχ ΫϬ Ϊοχ Ӫ꜡ψ τ‰ϘμοΜϥʻ

ԁ π χ χД˔ЌτϜᾒϦοΜϥΥʺ
ᴣΥ Υϥ ʺ ᶨּיψ◦ τṌτ αοΜϥʻ

Ӫ꜡Υςϭστ‰ΨρϜʺ
Ϙρϛ ΜϞ ΜΏΠσςπψ Ϋ ϬẊ ΰΦϦσΨ

σμοΜϥρ ╔ήϦϥʻ

₈ῇψ ΫψΰοΜσΜϸГЁз˔ʺ

Πω Ẇ ∞Ϟ Ῠ χ ΜΏΠσςʺ

ϸГЁз˔ϬᾺΜι “ Υ βϥᴦ ΚϤʻ

値上げしているカテゴリーはもちろん、直接値上げしていないカテゴリーにも節約行動は波及。



２ 物価高
サバイブ術



第２章は、

節約意識がより高い

食品・飲料について

生活者意識を深堀する



Q6.ᶆ ϸГЁз˔Ϭ ΞρΦτʺ χθϛτ“μοΜϥάρϞṓϬ ΪοΜϥάρψΚϤϘβΤˁ

35%

30%

13% 11%
9% 9% 8% 8% 6% 5% 4%

特売・セール
で買う

できるだけ
安い商品を
買う

商品を
買い控えする

プライベート
ブランドの
商品を買う

ポイント還元
率の高い
ポイント
サービスを
使う

使用・喫食
自体を控えて、
購入量を
減らす

できるだけ
量の多い・
大きい商品を
買う

遠くても安い
お店に行って

買う

値上げしてい
ないブランド
の商品を買う

値上げする前
に買いだめす

る

代替品を活用
して、購入量
を減らす

※食品・飲料7カテゴリーの各購入者ベースのスコア平均値を掲載
※全体ベース

生活者の値上げ対抗手段は？

生活者が節約の為に行っていることは「特売・セールで買う」「できるだけ安い商品を買う」がメイン。
生活必需の食品・飲料においては「買い控え」は少ない。
「買い溜め/まとめ買い」「店舗の買い回り」などの対策は、あまり多くない。

生活者の節約術



※全体ベース

値上げ対抗手段に年代差はあるのか？

10 20 30 40 50 60 10 20 30 40 50 60

「できるだけ安い商品を買う」 「特売・セールで買う」

29% 28%

33%
32%

33%
31%

33%
32% 33%

30%

25%

18%

21%
23%

29%

33%

37%
35%

22%
25%

34%

44%

49%
46%

■男性 ■女性

Q6.ᶆ ϸГЁз˔Ϭ ΞρΦτʺ χθϛτ“μοΜϥάρϞṓϬ ΪοΜϥάρψΚϤϘβΤˁ

※食品・飲料7カテゴリーの各購入者ベースのスコア平均値を掲載
※全体ベース

メインの値上げ対抗手段に絞って分析を実施、
性年代別にみると、年代が高いほど「特売・セールで買う」傾向が強い。
また女性においては、年代が低いほど「できるだけ安い商品を買う」意識が強い。



遠くの店までは行かないが…業態は変えている

スーパー/ドラッグストア/ECの３業態のなかで唯一ドラッグストアが伸びている。
節約対策のひとつとして、業態シフトが起きていると考えられる。

ᶴ꜠ᵓּזЫϼкЬи QPRϢϤ ᾆẕ Υ ꜛ⌠ ̞ ʾԐ ӟᵰχ ∞ϸГЁз˔ḯϚ

І˔О˔Ы˔ϾАЕ ЖжАϽІЕϯ ECʾ

¥14,629,917 

¥5,583,957 

¥1,508,973 

Ộ 100 ΚθϤ ḧỲᶛ ӱ

2019 2020 2021 2022 2023



n= 節約意識高 節約意識低

ϱрІЌрЕ (22327) (11983) (7215)

Ԑ ˗ЬКжиϳ϶˔Ќ˔ (23040) (12097) (7642)

(21437) (10519) (7893)

(22068) (10552) (8441)

ЮИв˔ / χ (20741) (9434) (8392)

ОрʾЄзϯи (22497) (10280) (9062)

Σᴽ◓ʾІϱ˔Б (23299) (10576) (9397)

̞ᵕ †˔ψᶆϸГЁзיּ יּ

ṍḧ χ† Д˔Ќρ

ξΜθ
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33
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35

34

34

8

9

9

11

11

12

12

ˢ̋ˣ

節約意識高低の定義

以下の定義で、アンケート回答者を節約意識が高い層と低い層に分けた。

ᶴ꜠ᵓּזЫϼкЬи QPR/ Ϋ ᴣ‰ ₰ϢϤ ᾆẕ Υ ꜛ⌠

●節約意識の高い層：

̙ˮ ϬροϜӪ꜡ΰο Μ βϥ˯

̙ˮ ϬӪ꜡ΰο Μ βϥ˯

ᵕ χ›ὓיּ

●節約意識の低い層：

̙ˮ Ϭ ΰψӪ꜡ΰο Μ βϥ˯

̙ˮ ϬӪ꜡ΰο Μ ΰοΜσΜ˯

ᵕ χ›ὓיּ



節約意識が高いと、買物金額はどうなるのか？

節約意識の高低別に、各カテゴリーの年間購入金額（23年）を比較した。
５つのカテゴリーで節約意識が高い人の方が、むしろ年間購入金額が高いという意外な結果に。
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お菓子・

スイーツ
アルコール飲料 調味料

パン・

シリアル

インスタント

食品

メニュー

専用調味料/

料理の素

冷凍調理品

清涼飲料水／

ミネラル

ウォーター

節約意識高 \47,654 \34,854 \13,008 \17,068 \13,074 \4,202 \19,067 \22,560

節約意識低 \45,980 \34,294 \12,485 \16,572 \12,840 \4,228 \19,284 \23,794
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節約意識が高い人も支出額を増やしている
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節約意識が高い層の方が年間購入金額が高かったカテゴリーに関して、
彼らが19年（コロナ禍前）からどれくらい購入金額が増えたか分析した。
いずれも、年間購入金額を増やしており、如何に節約意識が高くとも出費は増えてしまっている。

菓子・スイーツ

＋4530円 ＋2927円

アルコール飲料

＋1431円

調味料

＋964円

パン・シリアル

＋1603円

インスタント食品

節約意識が高い層

2023年
年間購入金額

2019年
年間購入金額

－ ＝出費増分
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節約意識が高まる中、

生活者の消費のツボについて考えてみた。

仮説①

普段、節約意識が高い人ほど、年末年始

に財布の紐が緩むのではないか？



カテゴリー
23年12月

購入金額

1－11月平均

との差分

ϯиЀ˔иԐ \4,687 ¥468

Σᴽ◓ʾІϱ˔Б \4,426 ¥344

\1,575 ¥265

ϱрІЌрЕ \1,538 ¥221

\2,257 ¥123

ЮИв˔ / χ \621 ¥38

ОрʾЄзϯи \1,648 (¥20)

Ԑ ˗ЬКжиϳ϶˔Ќ˔ \1,939 (¥173)

23年12月の購入金額計

23年1-11月の購入金額

月額平均

対1－11月差分 計算方法

プラスだと、

12月の方が他の月よりも出費が多い

－

例えば、年末年始という「時期」に着目すると…

節約意識の高い層の23年12月の消費傾向を見ると、
嗜好性の高い「アルコール飲料」で+468円増加、「お菓子・スイーツ」で+344円増加と、
節約意識が高くても、年末にはやや財布の紐が緩んでいる様子がみられる。
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100人あたり金額（市場規模）：お菓子・スイーツ

12月/1-11月

比率

¥27,210 

¥29,143 

¥355,791 

¥342,737 

¥40,752 

¥39,410 

¥371,095 

¥355,736 

節約意識高

節約意識低

節約意識高

節約意識低

高
価
格
帯

高
価
格
帯
以
外

1-11Ὦ 12Ὦ

138

135

114

115

150%

135%

104%

104%

※マクロミル社QPRにて、2023年1月～12月に購入・登録された菓子類のJANのうち、平均購入価格上位5000個を対象として分析

節約意識が高い人の方が、ちょっといいモノを買うこともある

「菓子・スイーツ」カテゴリーに着目する。
節約意識高低に関わらず高価格帯以外の商品は12月でも普段の消費状況とあまり変わらない。
ところが、高価格帯の商品は12月(年末)に、節約意識が高い層の方が購入金額を伸ばしていた。
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節約意識が高まる中、

生活者の消費のツボについて考えてみた。

仮説②

物価高騰が続く中、生活者は

単純な節約に疲れているのでは？



生活者の動向からのヒント

Google TrendsϢϤ ᾆẕ Υ⌠

21年を境に、「節約」の検索を「コスパ」の検索が上回った。
生活者のSNS投稿から、「ちょっと手をかけることで安く済ませる」「量が少ない分手が込んでいる」
「有名店監修・知り合いの美容師から聞いたなどのプロ要素」が入っているとコスパを感じやすい。

XˢẛTwitterˣ ϢϤ ᾆẕ Υ⌠

スーパーで材料を揃えて、

手作りオードブルを夫と一緒に作った。

美味しくてコスパが良くて最高！

ドラッグストアのお弁当が味良しコスパ良し。

量が控えめだけど、その分手作りで美味しい。
量が少ない分＋α

手を掛ける

コンビニの有名店監修の麺類、

結構いい値段するけど、コスパが良い。
専門家のお墨付き



２章まとめと考察

節約対策方法 攻略方法

２章では、節約対策方法と生活者の心を動かす鍵について分析を行った。

Ј˔иʾ ӗΜ
Ϭ Ξ

年長者は、セールや特売を駆使した節約対策を、

若年層は、安い商品を買う傾向がある。

遠方の店まで安い商品を求めて買い回りする人は

少数派だが、ドラッグストアでの買物は増えている。

PBやまとめ買いは主流ではない模様。

節約意識が高くても出費は増えている。

むしろ段階的な値上げで疲れてきている可能性あり。

本レポートでは生活者を動かす鍵を２つ提示した。

◐σς

Мйψ χיּ

ᵫ χϺАϸϾ

σϥ ʺϢϤϜ

ЀІО ẐΥ̓



３ ブランディングと値上げ



ブランドへの好意は、

値上げ時に有利に働くのか？



第３章では、

値上げとブランド力の関係性をアンケートと

購買パネルデータから探ります。

Webアンケート 購買データ

ブランド好意度有無 値上げ前後

購買履歴

ブランドに好意がある人が値上げ前後で買ったか？を把握



分析方法詳細

対象カテゴリー

ブランド好意有無聴取 セグメント分け

全体
ブランド
好意あり

購買データ突合

値上げ期間前後

の購買データを

突合する

平均化

値上げ期間前後で購入率がどう変化したのか？ブランドに好意があれば購入状況は維持されるのか？
下記の通りに分析を行った。

値上げ期間前後

の購買指標を

比較しLift 計算

比較

ブランド別の

購買指標を

平均する

Ϋ ʿ2020 10Ὦ˙2021 9Ὦ

Ϋῇʿ2022 10Ὦ˙2023 9Ὦ

正確には各ブランドの値上げ時期は異なるが、

大まかな価格変化の状況から下記の定義で分析

Ԑ ϯиЀ˔и

ϸАФ
ϯϱІ
ϼз˔Э

ЄарФ˔
ЩДϰ
Њ˔Ф

ЎдЀй˔
Еᴽ◓

値上げ前後の定義 購買指標

※値上げや容量減の価格維持が認められた
カテゴリーのブランドについて調査した
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値上げの影響もあり、調査対象のカテゴリーすべて年間購入金額が増えた。

世の中全体でみると、全体的に購入率が下がる傾向だったのに対し、ブランド好意層では購入率が微増。

世の中全体に比べて、ブランド好意層は値上げ後にどう動いたか？
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飲料

アルコール

冷凍食品

カップ麺

アイスクリーム

チョコレート菓子

シャンプー
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生理用品

飲料
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物価高騰前後（20.10～21.09 vs 22.10～23.09）

購入金額の伸び×購入率の伸び

●ブランド好意層の動向

●全体の動向

全体は購入率が低下傾向 ブランド好意層は購入率微増



まとめ
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レポートの問い合わせ先

博報堂買物研究所

Info.kaimonoken@hakuhodo.co.jp

mailto:Info.kaimonoken@hakuhodo.co.jp
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